
平成２３年度決算について 

 

平成２２年度決算は平成２４年５月２２日に監事の監査報告を受け、平成２４年５月２

３日に理事会で議決され同日開催の評議員会で報告されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．平成２３年度消費収支計算書の概要（前年度対比） 

 

【消費収入】 

 平成 23 年度の帰属収入は 73 億 8,316 万円で、前年度と比較すると 8 億 1,063 万円の減

収となりました。 

 主な要因としては、歯学部の学生数の減少、ヒューマンコミュニケ―ション学科、歯科

技工専門学校の閉科・閉校による学生数の減少による学生生徒納付金収入の減収（3億 4,384

万円）、その他、前年度はメディカルファンドの回収（3 億 5,307 万円）という特別収入が

あったことなどがあげられます。 

 

【消費支出】 

 消費支出は 78億 1,937万円でした。 

 人員減少による歯学部教員人件費の減少、また、ヒューマンコミュニケーション学科、

技工専門学校の閉科・閉校による教員人件費の減少により、人件費支出は 6 億 6,452 万円

の減少となりました。また、経費削減努力の結果、教育研究経費で 1 億 7,301 万円、管理

経費で 6,327万円の支出削減に成功しました。 

 ただし、有価証券の評価損（及び処分損）5億 7,000万円を計上したため、支出削減幅は

3億 5,755万円に留まりました。 

～ 平成２３年度決算 ～ 

 

 学生数の減少により帰属収入は対前年度比で減収となったが、人員減による人件費支出の減

少、また教職員一丸となった経費削減努力の結果、大学としての体を成すための必要最低条件

とされる教育研究キャッシュフローは 10億円超の黒字を達成した。 

ただし、減価償却引当特定資産として保有している有価証券の一部が 50％の価格割れを起こ

したことにより、消費収支計算書上、評価差損を計上しなければならず、帰属収支差額はマイ

ナスでの決算となった。あわせて、将来の安定的な学校経営を担保するため、同保有資産のう

ち価格下落が顕著なオリジナル債権の評価替えを行ったことにより、最終的な帰属収支差額は

4 億３千５百円の支出超過となった。しかしながら、有価証券の評価差額及び処分差額を差し

引いた、実質的な帰属収支差額では 1 億 3 千５百万円の収入超過を達成しており、この 2年

間で本学の収支状況は着実に改善している。 

 



 

２．平成２３年度資金収支計算書の概要 

 

資金収支計算の目的は、その会計年度(4月 1日から翌年 3月 31日）の諸活動に対応する

すべての収入および支出の内容と、その年度における支払資金の収支の顛末を明らかにす

ることです。 

資金収入、支出とも消費収支計算書の概要の通りです（消費収支固有の現物寄付、退職

給与引当金繰入額、減価償却額、資産処分差額、徴収不能引当金繰入額は除く）。 

設備関係支出は図書支出 2,566 万円や歯学部超純粋製造装置や附属病院の歯科ユニット

等を整備し、8,062万円となりました。 

建物支出の 1,427万円は短大校舎の女子トイレ改修工事費用です。 

前受金収入は、歯学部、歯科衛生学科の入学数の増加により、6,424万円の増収となりま

した。 

学生生徒等納付金収入～雑収入までの収入合計 73億 8,381万円から、人件費支出～設備

関係支出までの支出合計 63億 9,937 万円の差が＋9 億 8,444 万円となり、前受金収入や資

産運用支出、その他の収入・支出調整勘定の差が△3 億 8,243 万円で、その合計 6 億 201

万円が前年度繰越支払資金から増加し、次年度繰越支払資金は 26億 612万円となりました。 

なお、将来の固定資産取得のための資産として、7億円を減価償却引当特定資産に繰り入

れました。 

 

３．平成２３年度貸借対照表の概要 

 

【資産の部】 

 有形固定資産の減少は、建物・構築物・機器備品の減価償却及び耐用年数が過ぎた資産

の除却によるものです。 

 減価償却引当特定資産は、50％の価格割れをした債権を含む有価証券の評価損（及び処

分差損）を△5億 7,018円計上したが、将来の固定資産取得のための資産として、流動資産

の現預金から 7億円を繰り入れたため、対前年度比で＋1億 1,532万円となった。 

  

【負債の部】 

 前受金は主に歯学部、歯科衛生学科の入学者増加により約 5,200 万円増加しています。

また、退職給与引当金は期末退職金要支給額が減少しており、対前年度実績で 1 億 842 万

円減少となりました。退職給与引当金は、期末の必要額（要支給額）を基に、私立大学退

職金財団の掛金の累計額と交付金の累計額との繰入調整額を加減した金額の 100％を引き

当てています。 

 なお、本法人の借入金はありません。 



 

【基本金の部】 

学校法人がその諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に保持するために維持すべき

ものとして、その帰属収入のうちから組み入れた金額を基本金とし、以下の第１号基本金

から第４号基本金があります。 

 

第１号基本金・・・「学校の設置や規模の拡大その他学校法人の諸活動の計画に基づいて、

学校法人が継続的に保持すべきものとして一定の資産を定め、これら

の資産の額」に相当する金額 

 建物や構築物、機器備品、図書など取得した固定資産の取得額 

 

第２号基本金・・・「学校法人が新たな学校の設置又は既設の学校の規模の拡大若しくは

教育の充実向上のために将来取得する固定資産の取得に充てる金銭そ

の他の資産の額」に相当する金額 

将来取得する固定資産の取得に充てるための積立額 

 

第３号基本金・・・「基金として継続的に保持し、かつ運用する金銭その他の資産の額」 

元本を継続的に保持運用することにより生じる果実を教育研究活

動に使用するために、寄付者の意思又は学校法人独自で設定した

奨学基金、研究基金、海外交流基金等 

 

第４号基本金・・・「恒常的に保持すべき資金の額」に相当する金額 

経常的な消費支出の１ヶ月分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４．財務情報に係る経年変化 

 

 

教育研究活動のキャッシュフロー推移 

 

  

 

帰属収支差額推移 
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主な消費収入の推移 

学生生徒納付金 補助金 医療収入 
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主な消費支出の推移 
人件費 教育研究費 管理経費 



平成19年度～平成23年度 財務比率比較表（法人）

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
平成22年度
全国平均

財務比率の
高低の評価

人件費

帰属収入

人件費

学生生徒等納付金

教育研究経費

帰属収入

管理経費
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借入金等利息
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消費支出
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学生生徒等納付金

帰属収入

寄付金

帰属収入

補助金

帰属収入

基本金組入額

帰属収入

減価償却額
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固定資産

総資産
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基本金

基本金要組入額

減価償却累計額(図書を除く）

減価償却資産取得価額（図書を除く）

（注1） 平成22年度全国平均（大学法人）は、日本私立振興・共済事業団の「今日の私学財政」（平成23年度版）
（注2） 財務比率の高低の評価  △ 高い値が良い    ▼低い値が良い    ～ どちらともいえない
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１．法人の概要

（単位　人）

平成22年度 平成23年度

歯学部 120 720 712 652 90.6%

大学院　歯学研究科 18 72 45 63 87.5%

神奈川歯科大学　計 138 792 757 715 90.3%

歯科衛生学科 120 360 173 190 52.8%

看護学科 80 240 265 281 117.1%

ヒューマンコミュニケーション学科 45 47 0 0.0%

湘南短期大学　計 200 645 485 471 73.0%

歯科技工学科 30 15 0 0.0%

専攻科 10 5 0 0.0%

歯科技工専門学校　計 0 40 20 0 0.0%

※ヒューマンコミュニケーション学科は平成22年度をもって廃科

※附属歯科技工専門学校は平成22年度をもって廃校

平成23年度　事業報告書

23年度
充足率

湘南短期大学

神奈川歯科大学附属歯
科技工専門学校

   （２）役員・教職員の概要

※在籍学生数は平成23年5月1日現在の人数

平成23年5月1日現在の人数                 （単位  人）

学部・学科 入学定員 総定員学校名

   （１）設置する学校・学部・学科および入学定員、学生数の状況

在籍学生数

神奈川歯科大学

歯科衛生 看護 短大計

学長 1 1

教授 26 6 5 11 37

准教授 25 2 0 2 27

講師 54 3 5 8 62

助教 37 1 1 2 39

助手 12 1 6 7 2 21

教員補助 2 1 1 2 59 48 111

医員 54 36 90

研修歯科医 78 15 93

教 育  計 0 157 14 18 32 193 99 481

役員 9※（5） 9

事務員 4 34 6 7 13 15 9 75

技術職員・用務員 5 1 6

特別研究員 10 10

管 理  計 13 49 6 7 13 16 9 100

合計 13 206 20 25 45 209 108 581

※役員数のうち、5名は専任教員数に含む。

附属病院 横浜ｸﾘﾆｯｸ区分 合計法人 歯学部
短期大学



 

 

２．事業の概要 

（１）神奈川歯科大学 

１）第１０４回歯科医師国家試験 

合格率６６．９％（既卒者含む） 

２）学生確保 

① 平成２２年度入試に引き続き、学生確保にむけ以下の学費減免を行った。 

成績上位者に対する歯学教育充実費の減免、同窓生子女への奨学金 

② 平成２３年度入試（充足率 ５２．５％） 

一般入試３４名、推薦入試７名、同窓生子女枠１２名、外国人留学生９名、

帰国子女１名、編入生１７名  

３）外国人留学生の受け入れの取組 

①高麗大学と単位互換の協定を締結 

②韓国での入試説明会実施（７、１０、１２月） 

③台湾からの留学生受入（平成２５年度より）にむけた高校・予備校訪問及び入 

試説明会の実施 

４）戦略的大学連携支援事業 

「口腔医学の学問体系の確立」に参画 

５）大学基準協会による認証 

財団法人大学基準協会による大学評価(認証評価)を認定 

６）競争的資金の獲得 

① 文科省 科学研究費申請を全教職員に義務付け 

② 競争的資金獲得促進委員会を立ち上げ申請補助を実施 

７）大学院歯学研究科改革 

高度口腔科学研究コース、高度臨床研究コース、高度診療協力専門養成コースを

開設。２３年度入学生は３３名と大幅に増加した。 

８）教員数の適正化 

研究業績、学位取得の有無などを基準に教員との面談を実施。 

９）生涯研修事業 

高齢社会の歯科治療、咬合診断に必要な基礎知識（初級コース）などを開催 

10）総合教育部の設立準備開始 

歯学教育研究に特化した総合教育部の設立準備を開始した 

 

（２）湘南短期大学 

【歯科衛生学科】 

１）入試試験制度改革 

  ホームページのリニューアル、同窓会への広報活動強化 

２）教育の改善 

  平成２３年度歯科衛生士国家試験 合格率１００％ 



 

 

【看護】 

 リメディアル教育、国家試験対策ガイダンス等の実施 

 平成２３年度看護師国家試験 合格率８７．５％ 

 

【教学関係】 

 部長の職務分担、試験規程改定、受講中のルール作成、掲示板の検討、FD研修会の開催 

 

（３）附属病院 

１）院内教育改革 

【臨床実習】 

① 実習期間の延長（１０カ月→１５カ月） 

② 臨床座学（TBL）の導入 

③ 認定試験（月１回）の実施 

④ 自己学習（DESS）の義務化 

⑤ スキルスラボの開設 

⑥ Advanced OSCEの導入 

⑦ 進級判定の厳格化 

【臨床研修】 

① 横須賀臨床研修センターの開設 

② アドバンスコースの開設 

③ 症例報告会の開催 

④ 症例集の編纂 

⑤ 優秀賞の授与 

２）医療改革 

 【診療体制】 

① 診療科制の導入 

② 各科別事業計画書の義務化 

③ 診療実績に応じた予算配分 

④ 重点配分予算の新設（先進医療への設備投資） 

⑤ 個別指導の実施 

⑥ 報償制度の導入 

⑦ 夏季一斉休暇の短縮（７日間→３日間） 

     【地域連携】 

① 病院ホームページの刷新 

② 診療連携懇親会の定期開催 

③ オープンシステムの開設 

 

 



 

 

３）経費削減 

① 受付業務委託の廃止（△50,000,000） 

② 技工外注の見直し（△30,000,000） 

③ 消耗品費の徹底的削減（△20,000,000） 

④ コスト意識の徹底 

⑤ 診療実績に基づく個別指導と報奨金制度の導入（教員） 

⑥ 診療実績に基づく給与の割増（医員） 

⑦ 医員採用年度上限の撤廃 

 

（４）横浜研修センター 

１）患者数 

歯科 ＋２，１８８人、医科 △９，２３０人、入院 △２７０人 

２）経費削減 

① 経費削減プロジェクトが主導し、各部署が積極的に経費削減を実行 

② 衛生材料の物品購入・管理システムを導入し、仕入れ単価の値下げ、過剰在庫

を解消 

③業務委託内容を再考し、医療サービスの質を維持しながら経費削減を図った。 

３）人件費抑制 

専任医療スタッフ退職の補充を非常勤でまかない、人件費削減を図った。 

 

（５）施設設備関係 

１）図書支出 

歯科大学       ２２，８９３，２３５円 

湘南短期        ２，７６７，９０５円 

２）建物支出 

短 大              １３，４４０，０００円  短大校舎女子トイレ改修工事 

３）教育研究用機器備品支出 

歯科大              ２３，３５５，８４２円  超純水製造装置等整備 

短 大                 ３９６，９００円  実習用備品購入 

附属病院             １９，９４４，１６５円  歯科用ユニット等整備 

４）その他の機器備品支出  ７，１０１，４８６円 

５）車両支出 

東日本大震災・被災者支援プロジェクト 診療用車両購入 ４，１５９，４５０円 



















Ⅰ資産総額 円

内 基本財産 円

運用財産 円

Ⅱ負債総額 円

Ⅲ正味財産 円

一 資産額

（一） 基本財産

１ 土地 ㎡ 円

２ 建物 ㎡ 円

３ 構築物 件 円

４ 機器備品 円

５ 図書 冊 円

６ 車両 円

７ 電話加入権 円

（二） 運用財産

１ 預金、現金 円

現金  現金手許有高 円

普通預金・定期預金 円

２ 積立金 円

３ 有価証券 円

４ 未収入金 円

５ その他 円

資産総額 円

二 負債額

１ 固定負債

（１） 退職給与引当金 円

２ 流動負債

（１） 未払金 円

（２） 前受金 円

（３） その他 円

負債総額 円

正味財産（資産総額－負債総額） 円

平成24年3月31日

財  産  目  録

金    額区    分

3,711,874,17465,917.13

27,908,622,091

17,394,651,155

10,513,970,936

3,490,416,665

70,001.67

103

231,328

9,960,243,061

1,002,706,701

655,688

143,248,146

4,159,450

74,057,761

24,418,205,426

2,571,763,935

10,217,371

2,595,909,992

6,962,119,478

605,677,478

24,418,205,426

2,606,127,363

14,118,600

27,908,622,091

2,324,285,164

303,036,740

789,037,000

3,490,416,665

325,928,017




